
両・院外 薬剤名 規格 その他 販売会社 発売年

院内 オンデキサ静注用 200mg アピキサバン、リバーロキサバン、エドキサバンの抗凝固作用中和 アストラゼネカ 2022年5月

院内 ケイセントラ静注用 1000 ワーファリンの抗凝固作用中和 CSLベーリング 2017年

院内
（医師限
定）

レケンビ点滴静注
200mg
500mg

アミロイドβ凝集体モノクローナル抗体 エーザイ 2023年12月

院内外 フォゼベル錠 5mg、20mg 新機序の高リン血症治療剤。透析患者の便秘にも効果を示す可能性あり 協和キリン 未

院内 コルスバ静注透析用シリンジ 17.5μg、25μg 透析掻痒症治療薬 キッセイ薬品工業 2023年12月

院内 オスタバロ皮下注カートリッジ 1.5mg 従来のPTH製剤より骨吸収作用が抑えられる 帝人ファーマ 2022年11月

院内外 ゾフルーザ錠 20mg 単回投与可能のインフルエンザ治療・予防薬 塩野義製薬 2018年

院内
（用事）

ロミプレート皮下注 250mg 特発性血小板減少症紫斑病に使用 協和キリン 2010年

院内 ビーエスエスプラス500眼灌流液 500mL0.0184% より安価な製品への変更 アルコン 1992年

院内
（用事）

レクビオ皮下注シリンジ 300mg PCSK9タンパク合成阻害剤。 ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽﾌｧｰﾏ 2023年11月

院内外 パルモディアXR錠 0.2mg 1日1回製剤の脂質異常症治療薬 興和 2023年11月

院外 ウゴービ皮下注 0.25mg、0.5mg、1.0mg、1.7mg、2.4mg 肥満症に使用できるGLP1受容体作動薬 ﾉﾎﾞ･ﾉﾙﾃﾞｨｽｸﾌｧｰﾏ 2024年2月

院外 ムルプレタ錠 3mg 肝硬変患者の血小板減少症に使用 塩野義製薬 2015年

院内外 イムラン錠 50mg 臨時薬として、定期的に動いているため サンド

院内外 リーマス錠 100mg 臨時薬として、定期的に動いているため 大正製薬

院内外 ラコール半固形 ３００ｇ袋 現在用時購入品。使用量多いため、両採用へ移行 大塚製薬

院内外 オフェブカプセル 100mg 現在用時購入品。使用量多いため、両採用へ移行 日本ﾍﾞｰﾘﾝｶﾞｰﾊｲﾑ

院内外 オフェブカプセル 150mg オフェブ100相談時、他規格も両採用にしてしまうほうが簡略化できるだろうとのことで両採用へ 日本ﾍﾞｰﾘﾝｶﾞｰﾊｲﾑ

院内外 タリージェＯＤ錠 5mg 普通錠を採用中、服用しやすいＯＤ錠へ変更 第一三共

院内 ペグフィルグラスチムＢＳ皮下注 3.6mg ジーラスタ皮下注のＧＥ モチダ

院内 ダプトマイシン点滴静注 350mg キュビシンのＧＥ

削除 ベネット錠 2.5mg オスタバロと交換削除 武田薬品工業

院外移行 ガランタミンＯＤ錠 4ｍｇ レケンビと交換

削除 エポジン皮下注シリンジ 750 フォゼベルと交換

削除 チエクール ロミプレートと交換

削除 パルモディア錠 0.1mg XR錠と交換削除

削除 タリージェ錠 5mg ＯＤ錠と交換削除 第一三共

削除 ジーラスタ皮下注 3.6mg ＧＥと交換削除 モチダ

削除 キュビシン静注用 350mg ＧＥと交換削除 MSD

院外削除 ムコスタ顆粒 10% ムルプレタと交換削除

院外削除 ツムラ清暑益気湯 ウゴービ皮下注と交換削除
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